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全国から寄せられた義援金で、

子ど七たちに置かな文化を

前ページのように、あなたの地域で、子どもたちに畳かな文化を求めている

人違とネットワークをつくり、一峰にいろんなイベントを計畜しませんか？

全緻神戸書記局へご違絡下さい。「子ど宅たちに置かな文化を」実行委員合は、

賣貪盲・合場繹し・イベントの紹介苓、そのお手伝いをさせていただ宮ます。
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テ•-9ーで見る撼：災地 (5 月 5 日現在）

霞設往宅での孤袖死・・21 1人

仮誤往民の就霊皐…23%

仮訣註民の平均年齢66,1オ

神ア市人口 142万 4“5人

（軍災前より＿2540人）

被災地だよリ これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避離所になった神戸の学校現湯から全国へ
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震災3年4ヶ月目を迎え、被災地

では益々その復興の格差が広がって

います。なんとか個人の努力で頑張

っていた方々も、全国的な不況に加

え、今までの様々な援助が期限切れ

になったリ、借金の返済が迫られる

など、どう Lようもない状態に追い

込まれる事態になっています。

被災者にとって最後の頼みの綱と

Lて待ち望んでいた「公的支援」で

Lた。 LかL今国会で可決された「再

建支援法案」は、

遠いものです。

その願いとはほど

被災者が求めている「市民立法」 との

違いを、「救援復興兵庫県民会議」の

ニュースをもとにまとめてみま Lた。

全教神戸市教●員組合「絆編集係」

神戸市中央区下山手通

4 • 1 3 • 9中尾ピル3F

TEL-078-391-7508 

FAX-078-391-8549 

〒振込口座番号01170-7-29732

98年5月14日
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措
置
が
ど
う
な
る
か
は
、
い
ま
だ
に
不
透
明
な
ま
ま
だ
。
す
で

に
支
給
の
始
ま
っ
た
生
活
再
建
支
援
金
と
中
高
年
自
立
支
援
金

の
支
給
額
を
差
し
引
く
と
の
見
通
し
に
、
被
災
者
は
「
怒
る
よ

て
国
会
で
の
リ
、
あ
き
れ
た
」
。
あ
き
ら
め
ム
ー
ド
も
漂
い
、
「
こ
の
程
度

対
す
る
救
済
で
復
興
が
進
む
と
は
思
え
な
い
」
と
の
声
が
上
が
る
。



「生活再建支援法案」

阪神淡路大震災には適用されず、

付帯決議で「編ね相当する程度の支擾措量」

とされています。

被災地にとって具体的にはこれからが大切です。
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最高50万円

＊
 

＊
 

は、

の支給対象と、支給襲は、

住宅が全壌した世帯に限られ、

年駅500万以下の世帯には、最高100万円

年奴500万を越える楊合

世帯主が60オ以上なら、

年収800万円以下

45歳以上は

年収700万円以下に限つて、最高50万円

要援護世帯で、・年取800万円以下なら、

年齢に関係なく 最裏50万円

ー·—-•一9―•-このようになっています。

この条件を、讐災建に量用すると、

支嗣対●奮は．讐災奮のわずガ8、3%…79182世霧1：：：すきません。
しかもすでに支嗣されている支璽量との併嗣は●められず、 、
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超党派鵬員で作った

災害被災者等支援法

支給対象・支給金額

前年度所得2000万円以下で、

全壌・半壌すべての世帯

＊ 全壊…上限 50~万円

＊ 半壌…上限 250万円
貸付制度・限度額500万円

は象世帯数見込み ． 

・46万5千世帯）

給付総額1兆950饂円

銀行等への公的資金の1/30 

被災者が求め

（市民立法）

禎災地と禎災者の現状を直視Lて下さい。最高 100万円、それも限定された

対象者で櫨災者は最われるでLょうか？このままでは、禎災地の矛盾は大き

くなるばかりです。国民のために●く議員さん！もう一度考えて下さい。・

饂人の自営業者の全壕Lた事嚢所や営業所に対Lても、災害櫨害支攘tすべ I
きです。この支攘がないために事業再開できない事業主も多くいます。

この人逮に対Lても支攘の手をさ LのべてほLいです。

ぞ被災者支援の立場に立った運動を続け、

求めていきま Lょう。

仮設では深刻な事態

仮蒙に住んでおられる方々は98年3月現在

15895人、そのうち行き先が決まっていない

入居者は4700世帯にのぼっています。

災害公営住宅の入居が進むにつれて、仮綬に

車り残される単身高齢者の割合が入居者の

27. 7％と、急速に増え、 3月現在4399人に

なり、渾刻な事爆になっています。 (9・ラ7拿1)
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被災地の学校は今
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震
災
後
の
1
年
間
、
神
戸
市

灘
区
内
の
中
学
校
で
教
育
復
興

担
当
教
只
を
務
め
た
賀
川
信
紀

教
諭
（
現

・
同
市
北
区
の
市
立

裔
中
）
は
「
震
災
直
後
の
学

校
で
は
、
日
こ
ろ
授
業
中
に
騒

い
で
ば
か
り
い
た
生
徒
も
ま
じ

め
に
な
っ
て
い
た
。
先
生
が
自

分
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
、

友
達
に
も
会
え
る
学
校
と
い
う

存
在
は
、
安
心
で
き
る
勾
所
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
時
間
が
た

つ
に
つ
れ
て
そ
の
忠
識
も
薄
れ

て
き
た
の
で
は
」
と
話
す
。

震
災
の
た
め
校
舎
を
建
て
苔

え
た
兵
庫
県
内
の
公
立
学
校
54

校
の
工
事
は
先
月
ま
で
に
す
べ

て
終
了
。
元
通
り
の
学
校
生
活

が
送
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
昨
年
7
月
に
同

県
教
委
が
行
っ
た
調
査
で
は
、

「
心
の
健
康
に
つ
い
て
ケ
ア
が

必
安
」
と
判
断
さ
れ
た
公
立
小

中
学
生
は
4
0
8
9人
に
の
ぽ

り
、
一
昨
年
同
期
よ
り
2
7
7

人
も
増
え
て
い
た
。
こ
の
傾
向

は
現
在
も
続
い
て
い
る
の
で

は
、
と
見
ら
れ
て
い
る
。
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法案の実質的な修正を
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神
戸
市
立
稗
田
小
で
教
育
復

興
担
当
教
員
を
務
め
る
池
見
宏

子
教
諭
は
「
転
居
や
経
済
的
事

切
な
ど
礫
境
の
変
化
で
ス
ト
レ

ス
を
た
め
込
ん
で
い
る
子
ど
も

が
習
在
的
に
増
え
て
い
る
。
今

こ
そ
学
級
定
数
削
減
な
ど
で
子

ど
も
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
け
る

よ
う
な
枠
組
み
作
り
が
急
務

だ
」
と
指
摘
す
る
。

今
回
の
岡
査
結
果
に
つ
い

て
、
京
都
女
子
大
の
小
田
義
彦

名
誉
教
授
（
心
理
学
）
は
「
心

の
担
の
回
復
の
速
さ
に
は
個
人

差
が
あ
る
。
回
復
に
時
間
の
か

か
る
子
が
、
周
囲
に
取
り
残
さ

れ
る
不
安
な
ど
を
感
じ
な
い
よ

う
、
よ
り
き
め
細
か
な
配
慮
が

先
生
や
親
に
望
ま
れ
る
時
期
に

な
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

●編集室から 今回の調査で気 iりも多いことです。
になることがあり i震災直後の避難所の運営や被災児の ；

ます。 「先生が皮れている」との印象 ：ケアなど「非常時の対応」、その後の ：
を持つ児童や生徒が、被災地で、 2年！「教室再建」に向けての苦労で疲労がi
前に比べ、 6.2女も増え、被災地外よ ：蓄租しているのかもしれません。先生 ：

4’ 

じと）

毎

日

新

聞

震

災

特

集

よ

り
j

凶
たち自体、被災者のケースも多いと思！ほぽ2年後の昨年春、兵庫漿碕神保健 ；
います。 i協会が被災地の小中学校の教職只を対 ；
この讀査結果から改めて読んだのが！象に実施した躙査をまとめたものでし ：
3月30日付の「教職員の4割がストレiたが、一般の人の4倍の発生率という i
ス障害」 という朝刊の記事です。震災 ：というデータでした。ど ’ 

先
つ
象

rか
印

で
多
が

も
が
り

ど
の
ぶ
。

子
も
闘
う

の
た
芦
ょ

地
え
の
し

―
災
答
後
で

被
と
災
ら

は
j
震
か

ぶ。渇救たマ
、
り
．
て

だ
な
と
っ

た
に
こ
残

7
生
た
に

(3) 
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地震防災と理科教育・学校
-- —• t 

櫨谷中学校・嘴本 格

-1995年兵庫県南部地震が学校と教育に突き付けた課題一

（地質学論集- -

.. -----. . ·-:＝;;-～一 てご•!: 今• 一ー＝て はじめに-―•一 、
..，ー•,.．9 , 9■ 9 9l -＇--

第51号より）

地震の規模と Lては、特別に巨大 かはきわめて重大な課題である。

県南部地震 (H.7.2) は、阪神・淡路 る市民の権利を保障 L、防災意識を

なものとは言えなかった 1995年兵庫 1 ここでは第一に、大地のことを知

大震災と呼ばれる戦後最大級の災害 高めるために果たすぺき理科教育の I

た。その原因はどこにあるのかの解 l Lた役割をかえリみて、地域防災計l
明は、かかわりのあるすべての分野 1画の中での学校・教職員の役割と、

（死者6000人以上、家屋の全壌約 10 'あリ方について考える。次に今回の

万戸など）を引き起こすことになっ l震災において、学校と教職員が果た

l で多面的に行われなければならない。 学校での防災体制について考察する。 ； 

その一つの要因と Lて、多くの人々

I!の間に構造物の耐震性について「関 ll 科学の成果と市民意識 i
［東大震災級の地震に耐えられる」と l 淡路・神戸・阪神間の諸都市の多 ；
いう迷信と、大地震の可能性につい iくの市民にとって、兵庫県南部地震 ・

て「近畿地方には大地震はない」と ・は「寝耳に水の大地震」であった。 l 
いう思い込みが広まっていtこことが ！ほとんどの市民(95覧以上）は大地震を I 

ある。その背景には非科学的な態度 ：想定 Lていなかった。積極的に「関 ll 
や、科学の成果に対する軽視や理解 i西に大地震はない」と思い込んでい t|
の不徹底があったとはいえないだろ iた人、消極的に「地震のことなど考 i
うか。 ！えたことがなかった」人などその意 ＼

一方、学校関係や教育の分野でも、 ；識はさまざまであった。中には「確 ，l
多くの団体・個人が今回の震災の原 ！かに、神戸は大地震が来ないところ 1

因や対応についての反省や今後への ；だと教えてもらった」という人まで l
提言（神戸市教育委員会、 1996；神Iいる。 1 

戸市立校園長会，1996；全教神戸市教 個人のレベルだけでなく、行政レ ：

職員組合． 1997など）を出 Lている。 ！ベルや各種団体においても、今回の t:

それらは学校と教育が突き付けられ ！ ょうな震災を想定Lている例はほと 1、

た匹の重大さを示している。今後、 1んどなかった。神戸市の地域防災計 k
日本の各地での地震防災を考える上 画では震度5を想定 Lていたにすぎ

i 
で、学校と教育が今回の震災から何 I なかった。さまざまな団体の救援規

をどのように学び、何を教訓とする i定も、火事と水害を想定Lたもので、 I 
(4) 

震災を明記 Lていだものは極めて少 こった地震」とのギャッブが突き付

ない。学校での避難訓練なども

あった。

とんどが火災のみを想定 Lたも、の:［悶ぶ：m，：；,：i:::I
' とができず、対策や市民啓発を Lな

一方で、地震学や地質学の立湯か かった行政の責任、情導の発信元で

らすれば、京阪神地方には近い過去 lある研究機関・研究者のあリ方など、
に活動 Lた記録がない活断層が多数 ：いろいろな側面から検討されるぺき

存在 Lておリ、今回の地震はいわば i課題である。そのうちの一つの基本
「起こるぺ<Lて起こった地震」で ！的な問題と Lて、私は小・中・高等

あったとも言える。特に、今回震源 i学校での理科教育に欠陥があったこ
となった六甲山地南麓の断層系につ Iとを指摘Lたい。
いては、「活断層の実在するこの地域 自然科学の成果や基本的な考え方 '

で、将来都市直下型の大地震が発生 ！を市民的素養と Lて普及 Lt：：リ、自

する可能性はあり、その時には断層 i然科学と人々の生活や生産を結びつ
付近で亀裂、変異が起こリ、壌滅的 lけるために果たす理科教育の役割は
な被害を受けることは間違いない」 i極めて大きい。今回の震災で「神戸 ．
（笠間・岸本 1974) との見解が示さ lで直下型の大地震が起こる可能性」 1 
れていた。また、「神戸市街地の背後 ，の警告の意味を理解できなかった行 ！

にある六甲山地には活断層と呼ばれ ＇政など関係者の問題や、その情導を ！
I 

トる断層系が複雑に走っておリ、その 公開 L対策を求めることができなか ：

1一部は市街地直下に廷長 Lている。 iった市民の問題も、突き詰めていっ

これらと地震との関係が、他都市の たとき、理科教育の不十分さによる ，I地震対策とは異なる注目点となる。」 「学力不足」が深くかかわっていた ・

（藤田・笠間 1983年）との指摘もさ とはいえないだろうか。「大地震の可 i
Iれていた。

• ,．.．，ロ

能性がある」という湯合、それは「明

i日かも Lれない」 L、「数百年後かも ：

l Lれない」という不確かさを持って i
』いる。人間の生活レベルとはかけ離 ！

れた周期を持った大地の動きを問題 I 
｝ 
にLている。そのような理解をも含

あっただろう。市民も正確な情欅を

| ; ;.「:;;：.9:;~ば悶；：: 
神戸の断層 I 入手 Lて、冷静で科学的な対応が多

市民にとっての「寝耳に水の地震」 ｛少ともできたのではないだろうか。

と、科学的には「起こるぺ<Lて起I
(5) 

（次号・ - •大地の科学の軽視）



-全国から送られた表援会を元に行った ・ •一 ，

ご憂
「まよいねこのもり」は大成功五た。

「春休み子ども劇湯」

劇団コーロの

希望者が多かったのて、急きょ会湯を変更 LまL―たが、釉選の鈷果750名

の参加者て、奈 Lく鑑賞てきました。全国のみなでん有り難うございま lfこ。

実行委員て参加でれた営童の桜井でんの慮想と、当日参加でれた方から綾a
寄セられたお手紙を鈷介 L、成功のご榎告に変えたいと恵いえす。

Iり:-の中、 ー」健気に頑依る子どもたち

9竹5年 1月97日神戸の子どもたち

は、震更を径験 LまLた。揺れの怖

で、その援の火事、食事がまともに

とれない、家がつよれる、他の地減

の子どもたちが鐙験 Lないことを、

それぞれの地域て、それぞれの成長

段階て受けたショックは、忘れた＜

ても身体が覚えていることもありま

す。当日のことは覚えていなくても、

両観が働きに行かなくてはならず、

観咸の家に縁閣 Lたこと、家が全壌

L、まだ元いた地直’3峰れていない
こと、地域の公園にはまだ仮設住宅

が建ち羹び以前のように遵び回り走

り回ることがてきない、子どもの生

祐環境は 90ば復霙Lたとは思えまセ

ん。ても私たち大人がどんなにこの

状況を・真いていても、子どもたち (:t

日々成長 Lています。

「子どもたちに豊かな文化を」実行委員に参加して 「
I 

神戸市営童保育連絡会副会長桜井由賀 ． l 

I ~云五主めてーいf;五| 1 

l 社会的にこの状況を打開する運動 l
！を渡めることと、子どもだちに今豊 ！

！かに育つ何かを提供することが大切

，だと思っそいました。そんな峙に全 1

，表神戸のみなでんから何か子どもた
l } 

：ちのために催 L物を…と声をかけら

れ、是非ご一緒 Lたいと忍い実行委

｀員会に参加する事に決めま Lた。 ，

l 共同営童保育所の子どもたちは市 ＇

i内て 600~700人程度で最初の予定
i会湯ては少 Lまだ空きがあるのて一
！般の子どもたちにも呼びかけたとこ

；ろ、応募が殺到しました。値段が手

｝頃ということもあったとはいえ、子

！どもたちに文化をと頴っている人が

lた＜でんいることが分かり、急きょ
！会湯を変更 Lた＜でんの子どもたち

iが観劇することがてき、本当に良か
！ったと恵い iす。

(¢) 

| ――-
「とっても奈 Lかった」

子どもたちの慮想は、会場が広く よかった。」「搭って L
I 

ゃべるの？」

なったセいて前の慮て観た子どもと などそれぞれの学年がそれぞれの受

援ろて観た子どもとれ1お芝居の慮 ，わとめをしたようてす。

じ方が違うのてすが、間近に観た子 子どもたちは本当に集中 Lて観るこ一
I 

どもたちは役者でんの表情• JI動慮 とがてきていたと思います。子ども

を含め食い入るように観、とっても たちの中に何か残るものがあったと

奈 Lかったと聞いています。私たち 思う L、この事で震更のいやな思い

の学童は一番捷ろて観たのてすが、 出がすぐ消えるわけてはないけれど、

生き物を育てている子どもは「人間 もっともっといらんな経験を L、懐

が籐手に犬とか搭とか捨てたらあか ＜逗 Lく育ってほしいと思いま、す。

んねんなあ。」とか「ダンスがかっこ 本当にありがとうございました。
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